








＋1 －1 ＋2 －2 ＋3 －3 ＋4 －4 ＋5 －5 ＋6 －6 ＋7 －7

DC入力端子台
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電気工事（つづき）

太陽電池アレイを並列接続する場合は以下の条件を必ず守ってください。
●	並列接続可能な太陽電池アレイは2つまでです。
●	並列接続する太陽光アレイのパネル数は同じ枚数に合わせてください。
	 違う枚数にすると発電効率が低下する恐れがあります。
●	並列接続する場合、太陽光アレイの出力電流の合計が20Aを超えないようにしてください。
●	各太陽電池アレイの出力電圧が、いかなる場合でもストリングあたりの最大入力電圧（DC1000V）

を超えないようパネル枚数を設定してください。
●	入力電圧の条件を満たしていれば、パワーコンディショナの定格容量を超える太陽光パネルを接

続しても問題ありませんが、最大入力電力は5800W に制限されます。
	 また、パワーコンディショナは最大出力電力以上の発電は行いません。

●		DC入力端子台の番号（PV1 ～ PV7）がストリング番号です。

I1最大電流

I2

I1 ＋ ≦20AI2

最大電流

太陽電池アレイ1

太陽電池アレイ2

太陽電池アレイ3

分岐接続しないで
ください。
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1. 確認事項
①	交流出力側の電線は付属の配線用圧着端子を使用し接続されているか。
②	電線の被覆、配線用圧着端子からはみ出たケーブル素線が端子台に噛み込んでい
ないか。

③	端子台に接続されている電線の被覆部分を持ち、電線を動かし端子ネジの緩みが
ないか。

④	端子のネジ締めが正しく行われているか。
＜不良の例1＞
圧着の際、カシメ部分から素線を1㎜以上出すと端子台への正しいネジ締めができないので
注意してください。

＜不良の例2＞
規定のトルクで締め付けられていても、ネジが斜めに入る、あるいは素線のはみ出し部に
乗り上げると、接触不良になります。

上図の状態では、ネジの締め付けが不十分なため、ネジの緩みや、圧着端子と端子台に
隙間ができ、接触不良の原因となります。

素線がはみ出していると
接触不良の要因となります

配線用圧着端子

端子台

〔側面〕

配線用圧着端子

端子台

〔側面〕

配線用圧着端子

端子台

〔正面〕

〈異常〉〈正常〉

3. AC 出力端子台への配線終了後の確認
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2. アレイ出力電圧測定
①	モジュールの接続確認は、日中の晴れまたはくもり時に行います｡

（雲から太陽が出たり、隠れたりするようなときは、電圧が変化するため行いません）

②	 DC入力端子台の各系統の（＋）、（一）端子にテスターをあて、各系統ごとのアレ
イ出力電圧がモジュール開放電圧にモジュール直列枚数をかけた値とほぼ同じで
あれば問題ありません。テスターレンジは直流電圧レンジ（CAT II 1000V以上）
で必ず測定します。
読み取った値を「開放電圧（ストリング番号）」として記録しておいてください。

⑤	配線ケーブルの接続先が正しいか確認します。
⑥	通信ケーブルおよび太陽電池アレイ出力ケーブルをケーブルタイにて固定します。
⑦	端子台の隣り合う圧着端子が互いに接触していないか確認します。

（接触していると、短絡事故の原因となります）

⑧	締め付け完了後は、必ず増し締めを行ってください。

テスター

（＋）

（－）

＋1 －1 ＋2 －2 ＋3 －3 ＋4 －4 ＋5 －5 ＋6 －6 ＋7 －7

●	ストリングごとの電圧の値は、取付工事場所の太陽光発電システム設計元へご確認ください。
	 太陽電池の初期公差と低温時の温度特性を考慮しても、必ず上限電圧が1000Vを超えないことを
確認してください。

③	正常状態（晴天時）であれば、アレイ出力電圧は入力動作電圧範囲内（200V ～
1000V）となります。

④	直流入力電圧が上限電圧以上ある場合は、太陽電池アレイの接続を再確認します。
⑤	接続されたケーブルの極性が正しいか、極性を確認します。

DC端子台

テスター

極性正常
プラスになっている

極性間違い
マイナスが表示されている

●	1000Vを超えた状態または極性が間違っている状態で、絶対にDCディスコネクトスイッ
チを「ON」にしないでください。

注意
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3. 系統電圧の確認
①	配線用遮断器の電圧が正しいことを確認します。

●	U-V間、W-V間、U-W間が415 〜 465Vであれば正常です。
●	正常であれば、配線用遮断器を「ON」にします。

②	パワーコンディショナAC出力端子台のU 、V 、W の受電電圧を確認します。
③	テスターでU-V間、W-V間およびU-W 間が415〜 465Vであれば配線の問題はあ
りません。（440Vの現場の場合）
●	420Vの現場では395 〜 445Vであれば配線の問題はありません。

	 測定した電圧を「停止時の交流側電圧」として記録してください。
④	配線用遮断器を「OFF」にします。
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4. 制御信号等の配線

シールド線接地（FG）接続ネジ

アドレス設定
Dip SW5001

終端抵抗設定
SW5002

パワーコンディショナ間
接続用LANコネクタ
制御（通信）LANポート

（CN5009）（CN5007）

外部機器（マスターボックス含）
接続用制御（通信）信号コネクタ
制御（通信）信号端子台

（CN5010）

●	制御信号の配線は「＜端子内容＞」（ 11 ページ ）を参照し、制御信号等端子に接続してください。

1. 外部通信
①	 DCディスコネクトスイッチと配線用遮断器を「OFF」にしてください。

●	すべてのスイッチを「OFF」にしても、内部回路はしばらく動作していますので、15分程度経過
してから作業を始めてください。

②	パワーコンディショナとマスターボックス間に通信ケーブルを配線してください。
●	本製品の設定確認、および変更を行う場合はマスターボックスが必要です。
●	外部通信用端子（RS485_A,B,G）への配線を行ってください（下図参照）
●	通信ケーブルは、シールド付ツイスト・ペアケーブルを使用してください。
●	シールド付きツイスト・ペアケーブルのシールドの接続は外部通信用回路として1点接地となるよ
うにしてください。

●	通信ケーブルのシールド接続は、パワーコンディショナで接地してください。
●	接地場所は、LANコネクタ（OUT側）右横の本体ネジ（下図参照）を使って接地します。
●	パワーコンディショナを複数台設置する場合は、パワーコンディショナとパワーコンディショナ
間をLANケーブルで配線します。

●	外部通信を行うためには、パワーコンディショナの“アドレス”（  39 ページ ）を設定する
必要があります。また、外部通信用回路上の終端には“終端抵抗”（  40 ページ ）が必要に
なります。
※ 外部機器のSG端子とモニタG端子への配線は必ず実施してください。配線がない場合、通信が

外部ノイズの影響を受ける場合があります。また、SG端子はアース（FG）と接線しないでく
ださい。
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2. 通信ケーブルの CN5010 コネクタへの配線
①	 CN5010のコネクタからプラグを外してください。

●	CN5010 のオレンジ色のレバーを矢印の方向へ押し下げコネクタからプラグを外してください。

③	通信ケーブルを接続したプラグをCN5010のコネクタに取り付けてください。
●	プラグをCN5010 コネクタに接続し、オレンジ色のレバーを上へ押し上げて確実に固定してくだ
さい。

②	皮むきした通信ケーブルをプラグに接続してください。
●	通信ケーブルは線芯が7㎜ となるよう皮むきを行ってください。
●	通信ケーブルをプラグに挿し込み、マイナスドライバーでプラグのネジを締めて接続してくださ
い。

芯線

7㎜
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3. パワーコンディショナとマスターボックスの接続
●	マスターボックスTB1001のCOM PCS -G、COM PCS –N、COM PCS –Pの各端子をパワーコンディショ

ナ（アドレス01）のCN5010コネクタ R485 GND、RS485 B、RS485 A端子にそれぞれ接続してください。
●	通信ケーブルはシールド付きツイスト・ペアケーブルを使用し、シールドの接地はパワーコンディショナ

のシールド線接地（FG）接続ネジにて行ってください。
●	パワーコンディショナを複数台接続する場合は、下図のようにLANケーブルにて渡り配線を行ってくだ

さい。

COM BOX -G2

COM BOX -N2

COM BOX -P2

COM BOX -G

COM BOX -N

COM BOX -P

EMG PCS

COM PCS -G

COM PCS -N

COM PCS -P

マスターボックス
パワーコンディショナ　アドレス01

接地

SW5002

ON
「OFF」
に設定

パワーコンディショナ
アドレス02 LANケーブル

LANケーブル

ツイスト・ペアケーブル

SW5002

ON
「OFF」
に設定

末端パワーコンディショナ

SW5002

ON
「ON」に設定
（終端抵抗あり）

TB1001



37

●	外部にOVGRを使用する場合は、継電器などの出力をパワーコンディショナのCN5010の「OVGR_IN A」
と「OVGR_IN B」に接続します。

●	パワーコンディショナを複数台接続する場合でも、OVGRの配線はアドレス01のパワーコンディショナ
（マスタ）のみとなります。

●	OVGRの接点出力は出荷時は「a接点」です。
	 b接点出力のものを取り付ける場合は、マスターボックスの「システム設定」でOVGR接点論値をb接点

に切り替えてください。
	 切り替え方法はマスターボックスの取扱説明書を参照してください。
●	OVGRの開閉は、DC 5V 28mA対応の無電圧接点を使用してください。

＜ OVGR 配線図＞

ツイスト・ペアケーブルOVGR

無電圧 a接点

無電圧 a接点

OVGR

パワーコンディショナ（マスタ）

SW5002

ON
「OFF」
に設定

パワーコンディショナ
（スレーブ）

LANケーブル

LANケーブル

SW5002

ON
「OFF」
に設定

末端パワーコンディショナ
（スレーブ）

SW5002

ON
「ON」に設定
（終端抵抗あり）

4. OVGR（地絡過電圧継電器）の配線

a接点出力の場合
（図は複数のOVGRを接続していますが、1つの使用でも問題ありません）
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ツイスト・ペアケーブルOVGR

無電圧 b接点

無電圧 b接点

OVGR

パワーコンディショナ（マスタ）

SW5002

ON
「OFF」
に設定

パワーコンディショナ
（スレーブ） LANケーブル

LANケーブル

SW5002

ON
「OFF」
に設定

末端パワーコンディショナ
（スレーブ）

SW5002

ON
「ON」に設定
（終端抵抗あり）

b接点出力の場合
（図は複数のOVGRを接続していますが、1つの使用でも問題ありません）
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＜ Dip SW 位置＞

Dip SW の設定

1.アドレス設定
①	 SW5001でパワーコンディショナの「アドレス設定」を行ってください。

●	出荷時はSW5001の8番ピンがオンで、「アドレス１」の設定です。
●	どのパワーコンディショナを「アドレス１」にするかは任意ですが、アドレスが 
とびとびにならないように、また、重複しないように順番に設定してください。

	 ※設定したアドレスは、マスターボックスの表示でPCS1 ～ PCS32のように表示されます。
	 ※パワーコンディショナの接続台数は、最大32台です。
●	連系させる台数に応じて、マスターボックスの設定にて「システム台数」を変更する必要があり
ます。

	（変更方法はマスターボックス取扱説明書「3-1 システム設定」を参照してください）

Dipスイッチの操作は必ず停止中に行ってください。
運転中に操作すると感電の恐れがあります。

警告

終端抵抗スイッチ
SW5002

アドレス設定
スイッチ
SW5001



40

Dip SW の設定（つづき）

②	パワーコンディショナのSW5002で「終端抵抗設定」を行ってください。
●	渡り配線の最後のパワーコンディショナはRS485を終端する必要があります。
●	RS485の終端抵抗を設定するSW5002を「ON」に設定してください。
	 その他のパワーコンディショナのSW5002は「OFF」の設定です。

SW5001
1

ON

2 3 4 5 6 87

設定値１

《出荷時デフォルト》

SW5002

ON
渡り配線の最後のパワーコンディショナ

「ON」に設定

SW5002

ON
その他のパワーコンディショナ

「OFF」に設定
《出荷時デフォルト》

終端抵抗設定

※	すべてのピンをONま
たはOFFなど、右表以
外のアドレス設定に
しないでください。

1番ピン、2番ピンはOFFに設定します。
アドレス＝1がマスター設定となります。

＜アドレスとSW5001の関係＞
アドレス 3番ピン 4番ピン 5番ピン 6番ピン 7番ピン 8番ピン
1 OFF OFF OFF OFF OFF ON
2 OFF OFF OFF OFF ON OFF
3 OFF OFF OFF OFF ON ON
4 OFF OFF OFF ON OFF OFF
5 OFF OFF OFF ON OFF ON
6 OFF OFF OFF ON ON OFF
7 OFF OFF OFF ON ON ON
8 OFF OFF ON OFF OFF OFF
9 OFF OFF ON OFF OFF ON
10 OFF OFF ON OFF ON OFF
11 OFF OFF ON OFF ON ON
12 OFF OFF ON ON OFF OFF
13 OFF OFF ON ON OFF ON
14 OFF OFF ON ON ON OFF
15 OFF OFF ON ON ON ON
16 OFF ON OFF OFF OFF OFF
17 OFF ON OFF OFF OFF ON
18 OFF ON OFF OFF ON OFF
19 OFF ON OFF OFF ON ON
20 OFF ON OFF ON OFF OFF
21 OFF ON OFF ON OFF ON
22 OFF ON OFF ON ON OFF
23 OFF ON OFF ON ON ON
24 OFF ON ON OFF OFF OFF
25 OFF ON ON OFF OFF ON
26 OFF ON ON OFF ON OFF
27 OFF ON ON OFF ON ON
28 OFF ON ON ON OFF OFF
29 OFF ON ON ON OFF ON
30 OFF ON ON ON ON OFF
31 OFF ON ON ON ON ON
32 ON OFF OFF OFF OFF OFF



41

配線終了後の処理
配線工事終了後は、前パネルを取り付けてください。

①	配線工事終了後、前パネルを閉めてください。
＜締付トルク：1.85 〜 2.05N・m＞

ネジ
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2	 パワーコンディショナのDCディスコネクトスイッチを「ON」にする
●	DCディスコネクトスイッチを90度奥側に回すことで、ONできます。

◦	感電の恐れがありますので、DCディスコネクトスイッチ以外はさわらないでくだ
さい。

	 日射があると直流高電圧が発生しており、危険です。危険

1	 系統側の配線用遮断器を「ON」にする

運転開始・停止
1. 運転開始

DCディスコネクトスイッチ
ON状態

■	DC ディスコネクトスイッチ操作時の注意点
●	DCディスコネクトスイッチを切り替える場合は、最後まで回してください。

回転途中で止めますと、スイッチが切り替わらない場合がございます。
もし途中で止まり、「スイッチが正しく切り替わっていない例」のような場合は、
いったんもとに戻し、再度回転させて正しい状態に合わせてください。

＜お願い＞

途中で止まってしまった場合、スイッチが定まらず、
空回りする状態になります。
再度「ON」側か「OFF」側の正しい位置に合わせて
ください。

正しい「OFF」の状態 正しい「ON」の状態
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3	 マスターボックスの運転/停止を押す
パワーコンディショナを起動します。

●	運転条件が整っていれば、数秒後に運転を開始
し、連系運転を開始します。

１１／０１ー１２：００：００　ＰＣＳ０１
シ゛ョウタイ：　　テイシチュウ
ハツテ゛ンリョウ：　０．００ｋＷ
ハ゛ステ゛ンアツ：　６７０．０Ｖ

１１／０１ー１２：００：００　ＰＣＳ０１
シ゛ョウタイ：　　ウンテンチュウ
ハツテ゛ンリョウ：　３．００ｋＷ
ハ゛ステ゛ンアツ：　６７０．０Ｖ

パワーコンディショナ個別
運転停止画面の例

パワーコンディショナ個別
発電状態画面の例
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1	 マスターボックスの 運転/停止を押して、
パワーコンディショナを停止する
手動停止LEDが点灯します。

2	 パワーコンディショナのDCディスコネクトスイッチを「OFF」にする
●	DCディスコネクトスイッチを90度手前に回すことで、OFFできます。

◦	感電の恐れがありますので、DCディスコネクトスイッチ以外はさわらないでくだ
さい。

	 日射があると直流高電圧が発生しており、危険です。危険

3	 系統側の配線用遮断器を「OFF」にする
しばらくすると、表示部のLEDがすべて消えます。

◦	配線用遮断器を「OFF」にした直後は、内部に高電圧が残っています。
	 決して触らないでください。危険

2. 運転停止

DCディスコネクトスイッチ
OFF 状態

保守などで運転を停止する場合は、以下の手順で停止操作を行ってください。
詳細はマスターボックスの取扱説明書を参照ください。

１１／０１ー１２：００：００　ＰＣＳ０１
シ゛ョウタイ：　　テイシチュウ
ハツテ゛ンリョウ：　０．００ｋＷ
ハ゛ステ゛ンアツ：　６７０．０Ｖ

１１／０１ー１２：００：００　ＰＣＳ０１
シ゛ョウタイ：　　ウンテンチュウ
ハツテ゛ンリョウ：　３．００ｋＷ
ハ゛ステ゛ンアツ：　６７０．０Ｖ

パワーコンディショナ個別
運転停止画面の例

パワーコンディショナ個別
発電状態画面の例

運転開始・停止（つづき）
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3. 電圧抑制と温度抑制

電圧抑制のメッセージコード「N-01」が表示されたときは、パワーコンディショナが、系統電圧の上昇
を防ぐため、出力を一時的に抑えています。
通常はこの表示が出たとしても故障ではありません。系統電圧が正常に戻ると表示は消えます。

温度抑制のメッセージコード「N-02」が表示されたときは、パワーコンディショナが温度の上昇を防ぐ
ため、出力を一時的に抑えています。
通常はこの表示が出たとしても故障ではありません。温度が下がると表示は消えます。

■「N-01」と表示されたら

■「N-02」と表示されたら

●		冷却のためにカバーを開けたり、水をかけたりは絶対にしないでください。
＜ご注意＞

メモ
・電圧抑制とは

多くのご家庭が一斉に電気を使われると、電力会社で規定された範囲内で電圧が低くなる場合が
あります。
逆に電気の使用量が減ると、電圧が高くなる場合があります。
商用電源の電圧が設定値を超えた場合、商用電源の電圧上昇を抑制するために、発電電力量を抑
える制御のことを「電圧抑制」と言います。（「N-01」と表示されます）
電圧抑制を動作させる設定電圧値は、パワーコンディショナの配線による電圧上昇値などを考慮
して、電力会社との協議のうえで決定されます。
商用電源の電圧が正常に戻れば「N-01」の表示は消えて、通常の運転に戻ります。

メモ
・温度抑制について

パワーコンディショナ内部の温度が高くなりすぎると、機器に悪影響を与える場合があります。
パワーコンディショナに直射日光があたっていないか、通風孔がふさがれていないかなどをご確
認ください。
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＜メッセージコード一覧＞
メッセージ
コード 要因 復帰方法

G-01 系統過電圧 自動(復1)/手動
G-02 系統不足電圧 自動(復1)/手動
G-03 過周波数 自動(復1)/手動
G-04 不足周波数 自動(復1)/手動
G-05 単独運転（受動） 自動(復1)/手動
G-06 単独運転（能動） 自動(復1)/手動
G-07 OVGR 自動(復1)/手動
G-08 瞬時過電圧 自動（復2）
G-10 直流分漏洩 自動（復2）
G-11 交流過電流 自動（復2）
G-13 系統相順異常 手動
N-01 電圧抑制制御中 自動（復3）
N-02 温度上昇出力抑制中 自動（復3）

N-03 電圧抑制制御および
温度上昇出力抑制 自動（復3）

N-04 出力電力抑制 自動（復3）
E-01 直流過電圧 自動（復2）
E-03 IPM異常 手動
E-04 AC端子台温度異常 手動
E-05 直流中点電圧異常 自動（復2）
E-06 漏洩電流 手動
E-21 RDY異常 自動（復2）
E-25 ファンロック 手動
D-12 DC/DC 1入力過電圧 自動（復3）
D-14 DC/DC 1過熱保護 自動（復3）
D-15 DC/DC 1サーミスタ抜け 自動（復3）
D-16 DC/DC 1入力過電流 自動（復3）
D-22 DC/DC 2入力過電圧 自動（復3）
D-24 DC/DC 2過熱保護 自動（復3）
D-25 DC/DC 2サーミスタ抜け 自動（復3）

復1：整定値時間以上にて復帰
復2：10s程度で復帰
復3：条件が戻ればすぐに復帰

メッセージ
コード 要因 復帰方法

D-26 DC/DC 2入力過電流 自動（復3）
D-32 DC/DC 3入力過電圧 自動（復3）
D-34 DC/DC 3過熱保護 自動（復3）
D-35 DC/DC 3サーミスタ抜け 自動（復3）
D-36 DC/DC 3入力過電流 自動（復3）
D-42 DC/DC 4入力過電圧 自動（復3）
D-44 DC/DC 4過熱保護 自動（復3）
D-45 DC/DC 4サーミスタ抜け 自動（復3）
D-46 DC/DC 4入力過電流 自動（復3）
D-52 DC/DC 5入力過電圧 自動（復3）
D-54 DC/DC 5過熱保護 自動（復3）
D-55 DC/DC 5サーミスタ抜け 自動（復3）
D-56 DC/DC 5入力過電流 自動（復3）
D-62 DC/DC 6入力過電圧 自動（復3）
D-64 DC/DC 6過熱保護 自動（復3）
D-65 DC/DC 6サーミスタ抜け 自動（復3）
D-66 DC/DC 6入力過電流 自動（復3）
D-72 DC/DC 7入力過電圧 自動（復3）
D-74 DC/DC 7過熱保護 自動（復3）
D-75 DC/DC 7サーミスタ抜け 自動（復3）
D-76 DC/DC 7入力過電流 自動（復3）
E-86 マスターボックス通信異常 自動（復3）
E-87 制御基板通信異常 自動（復3）
E-89 同期信号異常 自動（復2）
E-90 EEPROM異常 自動（復3）
E-91 IPM温度異常 自動（復3）
E-92 低温停止 自動（復3）
E-96 内部マイコン異常 自動（復2）
E-99 コンデンサ過電圧 手動

運転開始・停止（つづき）
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＜メッセージコードの内容および処置＞
メッセージコードが出た際は下記の処置を実施してください。
※	メッセージコードの表示はマスターボックス上で表示されます。
メッセージコード 内容 処置

G-01 系統過電圧
商用電源の異常を検知しました。正常に戻ってから約5分
で運転再開します。
10分が経過してもこの表示が消えない場合はお買い上げ
販売店へご連絡ください。
※故障復帰方法を手動へ変更した際はG-01 〜 G-07は手

動復帰となります。

G-02 系統不足電圧
G-03 過周波数
G-04 不足周波数
G-05 単独運転（受動）
G-06 単独運転（能動）
G-07 OVGR

G-08 瞬時過電圧

商用電源の異常を検知しました。正常に戻ってから10秒
程度で運転再開します。
10分が経過してもこの表示が消えない場合はお買い上げ
販売店へご連絡ください。

G-10 直流分漏洩 パワーコンディショナ内部の異常を検知しました。5分が
経過してもこの表示が消えない場合はお買い上げ販売店
へご連絡ください。G-11 交流過電流

G-13 系統相順異常
商用電源の異常を検知しました。
系統配線が誤配線になっていないか確認お願いいたしま
す。

N-01 電圧抑制制御中

商用電源の電圧が高くなっている為、出力を下げて運転
しています。
頻繁に表示される場合はお買い上げ販売店にご連絡くだ
さい。

N-02 温度上昇出力抑制中

パワーコンディショナの温度が高くなっているため、出
力を下げて運転しています。パワーコンディショナの吸
排気口に異物がないか、排熱に必要な最低寸法が守られ
ているか確認をお願いします。
対処してもこの表示が消えない場合はお買い上げ販売店
へご連絡ください。

N-03 電圧抑制制御中および
温度抑制制御中

N-01およびN-02が発生しています。
N-01およびN-02の処置を行ってください。
頻繁に表示される場合はお買い上げの販売店へご連絡く
ださい。

N-04 出力制御中
省令による出力制御運転を行っています。
出力制御の詳細については経済産業省ホームページをご
覧ください。

E-01 直流過電圧
パワーコンディショナ内部の異常を検知しました。5分が
経過してもこの表示が消えない場合はお買い上げ販売店
へご連絡ください。

E-03 IPM異常 パワーコンディショナ内部の異常を検知しました。5分が
経過してもこの表示が消えない場合はお買い上げ販売店
へご連絡ください。E-05 直流中点電圧異常

E-21 RDY異常

パワーコンディショナ内部の異常を検知しました。10秒
程度で運転再開します。
10分が経過してもこの表示が消えない場合はお買い上げ
販売店へご連絡ください。

E-25 ファンロック
パワーコンディショナ内部の異常を検知しました。5分が
経過してもこの表示が消えない場合はお買い上げ販売店
へご連絡ください。

E-06 漏洩電流

商用電源の異常を検知しました。正常に戻ってから10秒
程度で運転再開します。
10分が経過してもこの表示が消えない場合はお買い上げ
販売店へご連絡ください。
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メッセージコード 内容 処置

D-n2 DC/DC　入力過電圧
太陽電池の出力電圧が高くなっています。
しばらく経ってもこの表示が消えない場合はお買い上げ
販売店へご連絡ください。

D-n4 DC/DC　過熱保護

パワーコンディショナの温度が高くなっています。周囲
の確認をお願いします。
対処してもこの表示が消えない場合はお買い上げ販売店
へご連絡ください。

D-n5 DC/DC　サーミスタ抜け
パワーコンディショナ内部の異常を検知しました。
お買い上げ販売店へご連絡ください。D-n6 DC/DC　入力過電流

E-04 AC端子台温度異常

E-86 マスターボックス　通信異常
パワーコンディショナとの通信異常を検知しました。
しばらく経ってもこの表示が消えない場合はお買い上げ
販売店へご連絡ください。

E-87 制御基板通電異常
パワーコンディショナ内部の通信異常を検知しました。
しばらく経ってもこの表示が消えない場合はお買い上げ
販売店へご連絡ください。

E-89 同期通信異常
パワーコンディショナとの通信異常を検知しました。
しばらく経ってもこの表示が消えない場合はお買い上げ
販売店へご連絡ください。

E-90 EEPROM異常
パワーコンディショナ内部の通信異常を検知しました。
しばらく経ってもこの表示が消えない場合はお買い上げ
販売店へご連絡ください。

E-91 IPM温度異常

パワーコンディショナの温度が高くなっています。周囲
の確認をお願いします。
対処してもこの表示が消えない場合はお買い上げ販売店
へご連絡ください。

E-92 低温停止

パワーコンディショナの周囲温度が低くなっています。
周囲の確認をお願いします。
対処してもこの表示が消えない場合はお買い上げ販売店
へご連絡ください。

E-96 内部マイコン異常
パワーコンディショナ内部の異常を検知しました。
しばらく経ってもこの表示が消えない場合はお買い上げ
販売店へご連絡ください。

E-99 コンデンサ過電圧 パワーコンディショナ内部のコンデンサ過電圧を検知し
ました。お買い上げ販売店へご連絡ください。

※「D-nx」のｎの位置の1 〜 7は、DC入力回路の番号に対応しています。

運転開始・停止（つづき）
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No 項目 整定値 備考 初期値
1 過電圧レベル 484V ～ 528V 1Vステップ 506V
2 過電圧検出時間 0.5sec ～ 2.0sec 0.1secステップ 1.0sec
3 不足電圧レベル 352V ～ 396V 1Vステップ 374V
4 不足電圧検出時間 0.5sec ～ 2.0sec 0.1secステップ 1.0sec

5 過周波数レベル
50Hz 50.5Hz ～ 52.0Hz

0.1Hzステップ
51.0Hz

60Hz 60.5Hz ～ 62.0Hz 61.0Hz
6 過周波数検出時間 0.5sec ～ 2.0sec 0.1secステップ 1.0sec

7 不足周波数レベル
50Hz 46.0Hz ～ 49.5Hz

0.1Hzステップ
48.5Hz

60Hz 56.0Hz ～ 59.5Hz 58.5Hz
8 不足周波数検出時間 0.5sec ～ 2.0sec 0.1secステップ 1.0sec
9 受動検出周波数 0.05Hz ～ 2.00Hz 0.01Hzステップ 0.40Hｚ

10 能動検出周波数 1.0Hz 固定 1.0Hz
11 自動復帰待機時間 5sec ～ 300sec 1secステップ 300sec
12 抑制開始電圧 440V ～ 494V 1Vステップ 484V
13 電圧抑制レベル 0% ／ 50% 選択 50%
14 力率設定値 80% ～ 100% 1%ステップ 100%
15 無効電力パラメータA（※1） 0.00 ～ 6.20 0.01ステップ 0.00
16 無効電力パラメータB（※1） 0 ～ 2000 1ステップ 1000
17 直流分電流レベル 0mA ～ 999mA 1mAステップ 300mA（※2）

18 直流分電流検出時間 0.1sec ～ 9.9sec 0.1secステップ 0.5sec
19 漏洩電流検出レベル 100mA ～ 999mA 1mAステップ 500mA
20 漏洩電流検出時間 0.1sec ～ 9.9sec 0.1secステップ 0.1sec
21 出力変化時間 5min ～ 10min 1minステップ 10min

※1：EPF-T330P7-SDRは、使用しないパラメータです。
※2：EPF-T330P7-SDRは、400mAに設定してください。

※1：EPF-T330P7-SDRは、指定のみの機能となります。

＜整定値一覧＞
出荷時の整定値設定は下記の通り。
※整定値の変更はマスターボックスで行います。
①システム設定項目

②整定値設定項目

No 項目 整定値 備考 初期値
1 PCS接続台数 1　～　32 1ステップ 1
2 並列ボックス数 0　～　29 1ステップ 0
3 TD日射調整 0　～　9 1ステップ 2
4 TD温度調整 0　～　8 1ステップ 0
5 故障復帰方法 手動　／　自動 ー 手動
6 力率制御方法 指定　／　無効電力（※1） ー 指定
7 OVGR設定論理 a接点 ／ b接点 ー a接点
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仕様
項目 仕様

定
格
仕
様

種類 系統連系用太陽光発電システム用パワーコンディショナ
最大出力 33.3kVA（力率1.0）
定格入力電圧 DC700V
運転電圧範囲 DC200V ～ 1000V（部品破壊なきこと）
最大入力電圧 DC1000V
MPPT電圧範囲 DC500V ～ 800V

最大入力電力（ストリングあたり） 5800W max
定格出力電圧 AC420V±10％／AC440V±10％

定格出力電流 出力電圧 AC440V時：43.7A
出力電圧 AC420V時：45.8A

定格出力周波数 連系系統周波数 50 ／ 60Hz
電力変換効率 97.0％以上
力率 0.99 以上（定格出力時）

高調波電流歪率 総合5％以下、各次3％以下

制
御
方
式

主回路制御方式 電圧型電流制御方式
変換方式 ベクトル変調方式
絶縁方式 非絶縁方式
冷却方式 強制空冷

起動制御機能 起動条件：何れかのDC/DC コンバータ入力電圧がDC200V 以上
停止条件：すべてのDC/DC コンバータ入力電圧がDC190V 以下

使用周囲温度 −20 ～ ＋60℃（40℃以上で出力抑制）
使用周囲湿度 90%RH 以下（ただし結露なきこと）
質量 73.0kg

外形寸法 950（W）×640.6（H）×300（D）㎜
設置場所 屋内外共用

＜お知らせ＞
本紙および同梱の取付工事説明書・取扱説明書の内容は、製品の仕様変更などで予告なく変更される場合が
あります。
最新版は当社ホームページからご覧になれます。
当社カタログダウンロードページ： http://www.enetelus.jp/download.html
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